
寒
げ
い
こ

少
年
剣
道
部

エ
イ
ッ
　
ヤ
ー
　
メ
ン
ー
　
ド
ー

烈
ぱ
く
の
気
合
い
が
寒
気
を
つ
ん
ざ
き
、
入

り
乱
れ
て
打
ち
合
う
竹
刀
の
音
が
夜
の
体
育
館

に
響
く
。

こ
れ
は
、
江
尾
小
学
校
を
会
場
に
町
の
体
育

協
会
が
毎
週
火
曜
日
の
夜
に
行
っ
て
い
る
少
年

剣
道
部
の
寒
げ
い
こ
で
あ
る
。

江
尾
地
区
の
小
学
生
十
三
人
が
剣
道
を
は
じ

め
た
の
は
、
二
年
前
。
い
ま
で
は
、
構
え
、
足

運
び
、
素
振
り
、
打
込
み
と
基
本
を
す
っ
か
り

体
得
。
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
町
体
協
剣
道
部

副
部
長
の
遠
藤
敏
彦
さ
ん
も
「
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
さ
れ
る
。

剣
道
は
、
心
と
身
体
を
鍛
え
る
の
に
か
っ
こ

う
の
ス
ポ
ー
ツ
。
礼
節
を
学
び
、
た
た
か
れ
て

も
く
じ
け
な
い
根
性
を
養
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

▲
練
習
に
励
む
豆
剣
士
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十
三
員
定
例
議
会

5
7
年
度
の
決
算
を
認
定

補
正
予
算
な
ど
2
1
議
案
可
決

米
原
分
校
新
築
工
事
請
負
変
モ
契
約

の
締
結

米
原
分
校
新
築
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
の
一
部
追
加
施
工
を
す
る
た
め

の
変
更
契
約

報町府江

十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
八
日
か
ら
八
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計

の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
一
般
職
の
職
員
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
と
こ
れ
に
と
も
な
う
各
会
計
の
補
正
予

算
な
ど
、
二
十
一
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
ま
し
た
お
も
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

一般会計予算

3，932万円を追加

一
般
会
計
決
算

歳
入
　
二
七
億
二
、
一
六
四
万
七
、

〇
四
三
円

歳
出
　
二
六
億
七
、
〇
一
五
万
二
、

〇
七
一
円

差
引
残
額五

、
一
四
九
万
四
、
九
七
二
円

（
各
会
計
決
算
状
況
は
、
次
号
に
掲

載
）

特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
改
正

奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
索
道
建
設
に

伴
い
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、

建
設
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

本
会
計
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
の
一
部
改
正

消
防
表
彰
規
程
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
殉
職
者
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
団
員

に
対
す
る
殉
職
者
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金

授
与
に
つ
い
て
の
一
部
改
正

林
道
新
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
事
業

と
し
て
、
林
道
ヒ
キ
ジ
高
谷
本
線
二

工
区
の
新
設
工
事
を
指
名
競
争
入
札

で
住
田
組
と
契
約
（
工
事
費
　
三
、
三

七
〇
万
円
）
　
の
承
認
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
三
、
九
三
二

万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

二
二
億
四
、
六
六
七
万
四
千
円
と
し

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
歳
出
に
お
い
て
、

衆
譲
院
議
貞
総
選
挙
費
、
道
路
新
設

改
良
事
業
、
普
通
財
産
取
得
等
で
、

こ
れ
が
財
源
と
し
て
、
地
方
交
付
税
、

町
億
な
ど
を
充
当
し
補
正
措
置
を
し

ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

既
定
の
予
算
額
か
ら
一
、
二
二
五

万
九
千
円
を
減
じ
、
予
算
総
額
を
五
、

二
五
七
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
柿
原
地
区
簡
易
水

道
施
設
新
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

当
初
予
算
編
成
以
降
、
庚
施
設
計
に

お
け
る
工
法
の
変
更
と
、
入
札
に
伴

う
事
業
費
の
減
額
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
集
例
の
一

部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職

員
の
給
与
を
改
正
す
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
と
給
与
等
関
係
費
の
追

加
補
正
、
組
替
補
正
の
た
め
、
関
係

す
る
会
計
の
補
正
措
置
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

索
道
運
営
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）多

目
的
広
場
（
冬
期
駐
車
場
）
造

成
工
事
に
伴
い
、
収
益
的
支
出
予
算

の
う
ち

予
備
費
　
滅
　
二
八
〇
万
円

工
事
費
　
増
　
二
七
〇
万
円

か
媚
旧
臥
増
一
〇
万
円

を
組
替
え
編
成
し
た
も
の
で
す
。

を
お
、
一
時
借
入
金
の
最
高
額
を

二
、
五
〇
〇
万
円
に
増
額
い
た
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
ス
キ
ー
サ
ー
ビ

ス
ハ
ウ
ス
工
事
に
対
す
る
起
債
の
つ

な
ぎ
資
金
と
し
て
一
時
借
入
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

助
役
の
選
任

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

町

長

日

詰

＊
1
2
月

1
日
㈹

2
日
也

3
日
出

5
日
日
＝

6
日
㈹

7
日
㈱

8
日
杓

9
日
⑫

1
0
日
出

1
2
日
㈱

1
3
日
㈹

1
4
日
㈱

1
5
日
㈹

1
6
日
也

1
7
日
出

町
職
員
の
異
動

十
二
月
二
十
三
日
付

兼
輔
雛
野
露
小
田
　
隆

1
8
日
㈲

19
日
㈲

20
日
㈹

2
1
日
㈹

2
2
日
㈹

全
国
町
村
長
大
会

（
東
京
）

教
育
委
員
会
視
察
研

修交
通
安
全
母
の
合
総

会国
体
関
係
総
務
、
企

画
専
門
委
員
会

民
生
委
貞
全
初
会
議
）

定
例
町
議
会

右
同

町
除
雪
対
策
会
議

西
部
町
村
長
全
米
子
）

荒
田
集
会
所
竣
工
式

定
例
町
議
会

右
同

米
子
出
張

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
選
挙
事
務

準
備

右
記
選
挙
投
票
日

一
旦
集
会
所
竣
工
式

日
ノ
詰
役
員
・
中
電

岡
村
重
役
来
庁

森
林
組
合
役
員
会

（
美
保
ノ
関
）

町
立
江
尾
小
学
校
米

原
分
校
竣
工
式
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江　　府　　町　　報

新民生委員きまる

総務に安江久夫さん

十
二
月
一
日
付
け
で
新
し
く
民
生

委
員
が
厚
生
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、

町
の
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
地
区
で
広
く
地
域
社
会
福
祉

活
動
に
あ
た
っ
て
頂
き
ま
す
。

心
配
ご
と
な
ど
を
か
か
え
て
お
ら

れ
る
方
、
お
近
く
の
民
生
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

委
嘱
状
伝
達
式
は
、
十
二
月
七
日

町
役
場
で
行
わ
れ
、
引
き
続
き
初
会

議
で
、
総
務
に
安
江
久
夫
さ
ん
、
副

総
務
に
下
尾
千
鶴
子
さ
ん
が
決
ま
り

ま
し
た
。

民生委員一覧表
氏　　 名 担　 当　 地　 区 電 話番号

田 中 純 子 本町 1 ・2 ・3 丁 目 5　－230 8

仲 嶋 其 道 本町 4 ・5 丁 目 5　－257 4
宮 本 華 人 新町 1 ・2 丁 目 5　－209 7
手島恵 美子 小江 尾 、大方 、 久連 5　－290 2

梶 原 義 二 佐　 川 5　－277 8

奥 田　　 薫 柿　 原 5　－275 8
新 見 詮 道 吉原 、西 成、 袋原 5　－255 8

神 庭　　 栄 大河 原 5　－21 57

安 江 久 夫 下安 井 、洲河 崎 5　－220 8

徳 岡 健 一 荒 田、 半の上 、宮 の 前 5　－223 8
生 田 嘉 美 武庫 、新 道、 一旦 5　－24 1 1

加 藤 美佐子 池 の内 5　－22 9 1

藤 原　　 一 尾上 原 、 日の 詰 、深 山 口 5　－268 9

森　　 文雄 宮市 、宮 市原 、杉 谷 5　－324 1

筒 井 京 － 助 沢、下蚊 屋 5　－368 1
伊 達 源 蔵 御机 、笠 良原 、鏡 ケ 成 5　－349 2

下 尾 千鶴子 美 用、乗 尾 、小 原 5　－357 9

岡 田 峯 暗 貝　 田 5　－378 1

2
3
日
惚
建
設
事
業
入
札
、
中

電
交
通
防
犯
協
議
会

24
日
出
米
子
出
張
、
町
職
員

互
助
会

2
5
日
㈱
奥
大
山
ス
キ
ー
場
聞

き
及
び
貸
し
ス
キ
ー

サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
竣

工
式

2
6
日
㈲
町
P
T
A
役
員
来
庁
、

中
電
主
催
前
加
藤
助

役
送
別
会

2
7
日
㈹
在
勤

28
日
㈹
ご
用
納
め
式
、
町
管

理
職
会

ト
委
嘱
状
伝
達
式

町
助
役
に
轟
筈
氏

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
か

ら
三
期
十
二
年
町
助
役
の
職

に
あ
っ
た
加
藤
清
俊
さ
ん
は
、

昨
五
十
八
年
十
二
月
十
八
日

の
任
期
満
了
を
期
に
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十

八
年
町
教
育
委
貝
に
就
任
以森谷助役

来
三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
、
町
行
政

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
助
役
に
つ
い
て
は
、
十
二
月

定
例
町
議
会
に
森
谷
博
昭
さ
ん
（
前

総
務
課
長
、
佐
川
）
の
選
任
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

助
役
森
谷
博
昭私

こ
と

こ
の
た
び
は
か
ら
ず
も
、
助
役
に
選

任
を
頂
き
、
十
二
月
十
九
日
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
役
場
へ
奉
職
以
来

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
厚
情
、
ご

鞭
漣
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ

に
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
、
そ
の
器

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
推
せ
ん

を
頂
き
ま
し
た
井
上
町
長
殿
、
ご
同

意
を
頂
き
ま
し
た
町
議
会
の
方
々
を

は
じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

志
を
十
分
に
休
し
ま
し
て
町
発
展
の

た
め
に
、
町
民
の
公
僕
と
し
て
、
こ

の
重
責
を
果
す
べ
く
挺
身
努
力
を
致

す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後

一
層
の
ご
叱
正
と
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

衆
議
院
議
員
鹿
選
挙
終
る

町
の
投
票
率
禦
圧

ト
江
府
町
で
の
開
票
風
景

十
二
月
十
八
日
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
鳥
取

県
で
は
七
人
が
立
候
補
、
四
つ
の
議

席
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
選
挙
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

今
回
の
町
選
挙
の
投
票
率
は
、
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
八
六
・

〇
托
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
八
六
・

一
霊
で
前
回
の
九
一
二
霊
を
下
回

わ
る
成
績
で
し
た
。
ま
た
、
当
日
の

有
権
者
は
、
三
、
九
七
八
人
で
し
た
。
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《
所
得
税
》正

し
い
申
告
と
納
税
を

受
付
け
は
2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

報町府江

園
や
地
方
自
治
体
が
行
う
生
活
環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
教
育
施
設
の
改
善
な
ど
の
活
動
の
資
金
と
な
る
の
が
〝
税
金
″

で
す
。今

年
も
税
金
の
申
告
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
き
ま
し
た
。
申
告
期
間

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
で
す
。
正
し
い
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
控
除
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

町
で
は
次
の
日
程
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

一
般
の
人

・
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁

業
な
ど
を
営
む
人

・
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
不
動
産
の

売
却
を
ど
の
所
得
の
あ
る
人

5
8
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
、
基
礎
控
除
（
三
十
万
円
）

配
偶
者
控
除
（
三
十
万
円
）
扶
養
控

除
二
人
当
た
り
三
十
万
円
）
そ
の

他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

人
は
必
ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人
や

昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ
た
人

は
、
も
う
一
度
所
得
を
確
か
め
て
み

て
下
さ
い
。

（
参
考
）

5
8
年
分
の
所
得
金
額
が
、
次
の
額

を
超
え
る
場
合
に
は
申
告
が
必
要
で

す
。

・
独
身
者
の
場
合
3

0
万
円

・
夫
婦
の
場
合
6
0
万
円

・
夫
婦
と
子
供
1
人
の
場
合
9
0
万
円

・
夫
婦
と
子
供
2
人
の
場
合
聞
万
円

・
夫
婦
と
子
供
3
人
の
場
合
畑
万
円

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命

保
険
料
控
除
、
姐
書
保
険
料
控
除
お

よ
び
事
業
専
業
者
控
除
が
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
こ
の
金
額
に
上
積
み
と
な
り

ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
　
（
給
与
所
得
者
）

の
所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て

精
算
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
給
与
の
年
収
が
1
千
万
円
を
超
え

る
人

・
給
与
以
外
の
所
得
が
2
0
万
円
を
超

え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人

こ
ん
な
所
得
も
お
忘
れ
な
く

次
の
よ
う
を
場
合
の
所
得
が
あ
る

人
は
、
申
告
も
れ
の
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
土
地
、
立
木
、
船
舶
な
ど
を
売
っ

た
と
き

・
厚
生
年
金
を
ど
を
受
け
て
い
る
と

・
生
命
保
険
金
を
受
取
っ
た
と
き

（
受
取
人
が
保
険
料
を
負
担
）

・
知
人
を
ど
へ
の
貸
金
の
利
子
が
あ

る
と
き

・
そ
の
他
副
収
入
、
臨
時
収
入
な
ど

が
あ
っ
た
と
き

▲ 矢嶋子3人矢嶋子2人 攣

引5 0万円

　　 大場著　 大鰻子1人

独身著

鰐

引2 0万円
8

質3 0万円

‥ 密 冊 竣

誓60万円 約 0 万円

民健康保険料・生命保険料等さらに国 の隷捜除が引 ます。

－これだけはお忘れなく－

申告に必要な7つ道具

・申告書をお送りしている人は

必ずその「申告書」と「印鑑」

・給与をどのある人は「源泉徴

収票」

・雑損控除を受ける方は「被害

を受けた住宅家財の明細書」

・医療費控除を受ける方は、「

支払った医療費の領収・明細書

保険などで補てんされる金額の

明細書」

・生命保険料控除のある方は、

「保険料が1契約9千円超のも

のの証明書」

・住宅取得控除を受ける方は、

「登記簿謄本」「住民票の写し」

「売買契約書」「住宅取得に係

る融資額の償還金額等証明書」

・損害保険料控除のある方は、

「支払保険料の証明書」

Soumu
四角形
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贈
与
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

報町府江

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人
に
か

か
る
税
金
で
す
。

財
産
の
贈
与
は
、
主
に
夫
婦
や
親

子
の
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
贈
与
税
の
こ
と
を
う
っ
か
り
忘

れ
て
い
た
と
い
う
人
も
案
外
多
い
よ

う
で
す
。
例
え
ば
、
金
銭
の
や
り
と

り
を
し
を
い
で
、
親
が
所
有
し
て
い

た
土
地
や
家
屋
を
子
の
名
義
に
変
え

た
り
、
夫
名
義
の
株
式
を
妻
名
義
に

変
え
た
り
し
た
と
き
は
、
贈
与
が
あ

っ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
形
式
的
に
は
金
銭
の
貸
借

に
在
っ
て
い
て
も
「
あ
る
時
払
い
の

催
促
な
し
」
の
よ
う
に
実
質
的
に
贈

与
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

昨
年
中
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の

価
額
を
合
計
し
て
、
六
十
万
円
を
超

⑳
確
定
申
告
の
用
紙
が
変
わ
る

今
年
か
ら
、
総
合
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
確

定
申
告
書
と
納
付
書
の
用
紙
が

変
り
ま
し
た
。

税
務
署
か
ら
お
送
り
し
た
確

定
申
告
書
納
付
書
は
次
の
点
に

注
意
し
て
記
載
し
て
下
さ
い
。

確
定
申
告
■

①
お
送
り
し
た
申
告
書
を
必
ず

使
用
し
て
下
さ
い
。

書
き
損
じ
や
譲
渡
所
得
を
ど

が
あ
る
た
め
、
別
の
申
告
書
を

使
用
さ
れ
た
と
き
は
、
お
送
り

し
た
申
告
書
を
必
ず
添
付
し
て

提
出
し
て
下
さ
い
。

②
三
枚
複
写
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
力
を
入
れ

て
書
き
、
三
枚
と
も
切
り
離
さ

ず
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

③
赤
字
と
な
る
金
額
に
は
、
数

字
の
前
に
△
印
を
つ
け
て
下
さ

ヽ

一

〇

－
∨

納
　
付
　
雷

①
お
送
り
し
た
納
付
書
を
必
ず

使
用
し
て
下
さ
い
。

②
三
枚
複
写
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
力
を
入
れ

て
書
い
て
下
さ
い
。

な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
の
納
付
書
は
税
務

署
で
作
成
し
ま
す
の
で
い
り
ま

せ
ん
。

会場　江府町役場二階会議室

・
ス
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し

な
け
れ
ば
を
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
ま
し
ょ
う
0

と
こ
ろ
で
、
共
働
き
の
夫
婦
が
例

え
ば
一
千
万
円
の
住
宅
を
買
う
場
合

夫
が
七
百
万
円
、
妻
が
三
百
万
円
負

担
し
、
そ
の
住
宅
を
夫
名
義
に
す
る

と
、
妻
か
ら
夫
へ
三
百
万
円
の
贈
与

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
負
担
額

に
応
じ
た
持
分
の
共
有
名
義
（
夫
諸

妻
鳥
）
に
す
れ
ば
贈
与
に
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
夫
婦
の
間
で
、
居
住
用
の

土
地
や
建
物
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
と

き
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
、
基

礎
控
除
六
十
万
円
の
ほ
か
に
「
配
偶

者
控
除
」
と
し
て
最
高
一
千
万
円
ま

で
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
特
典
が
あ

り
ま
す
。

納税相談日程

月 日 曜 日 午　　　　　　　　　 前 午　　　　　　　　　 後

2 23 木 営　 庶　 業　　　　　 山　　　 林　　　　　 譲　　　 渡　　　　 （9 ：30～15 ：30）

27 月 大河原 8 ：30－1 1 ：00 宮　 市 ・宮市原 13 ：00～・16 ：0 0

28 火 助　 沢 ・下蚊屋 ク 小　 原 ・美　 用 ク

29 水 西成 ・袋原 ・吉原 ク 洲河 崎 ・一　 旦 ク

3 1 木 宮 ノ前 ・半 ノ上 10 ：00、11 ：00 下 安井 ・武　 庫 ク

2 金 御　 机 ・笠良原 8 ：30～11 ：00 貝　 田 ケ

5 月 粟　 尾 ・杉　 谷 ク 荒 田 ・新道 ・深 山 口 ク

6 火 i也ノ内 ケ 柿　 原 ・久　 遠 〃

7 水 尾上 原 ・日ノ詰 ケ 本　 一 ・本　 三 ク

8 木 佐　 川 ・本　 二 〃 新　 一 ・新　 二 ク

9 金 本　 四 ・本　 五 ク 小江尾 ・大　 方 ク
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1日が島002円

県の最低賃金

鳥取労働基準局では、鳥取県内に適用

する最低賃金を別表のとおり改正しまし

た。

使用者は、この最低賃金額より低い賃

金で労働者を使用しますと、法律違反と

なりますので注意してください。

をお、パートタイマー等には時間等が

決められています。

その他、詳細については鳥取労働基準

局（電話0857－24－3211）又は、米子労

働基準監督署（電話0859－34－2231）に

お聞合せください。

報

最低賃金決定件名 最　 低　 賃　 金　 嶺
実 施

中I川

鳥 取県 最低 賃金
　　 時間給労働者

1 8 3．002円 （1時間 376円l
58．10．3

産

食料品製造業

1 日 3．4 72円（ ヶ 4洪円）

軽作業者

1 日 3．271円（ ヶ 409円）

58．1l Jも

繊 維 産　秦 1 日 3，250円（ ケ　407円） 58 11ユ8

卸売業・′1億 葉
卸売業 1日3，482円（。4 36円）

58．11．18
葉

別

最

小売業 1日3．271円 0 4 09円）

木材 ・木製品 1 日 3．539円（ ク　ー的3円）

58．12．12・官具 ・装備 軽作業者

品製造業 1 日 3，2 99円（ ヶ　4 13円）

′りレプ・紙 ・ 1 日 3．5洪円（ ヶ 」拍2円）

58．12．12
低

貸

金

紙加工品製造 隠作業者

兼 1 日 3．273円（ ヶ　 410円）

出版 ・由刷 ・

同朋速産業
1 日 3 ．4 78円（ ヶ　435円）58．12．12

窯業 ・土石

製品製造業
1 日 3．6 63円（ ク　 458円）58．12．12

機械・金尾製品 1 8 3．611円（ ケ　 452円）

58．12．12等製造業及び 軽作業者

自動車整備業 1 日 3 ，347円（ 。 4 19円）

（注）最低賃金額には、次の賃金は算入されま

せん。

11）精皆勤手当、通勤手当、家族手当（2億時に支

払われる賃金（3）1か月をこえる期間ごとに支払

われる賃金4）時間外・休日労働賞金

運
動
し
よ
う

健
康
体
操
教
室
の
開
催

●
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
●

寒
い
冬
、
こ
た
つ
で
丸
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

運
動
不
足
を
追
放
し
い
つ
ま
で
も

若
々
し
く
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、

日
常
運
動
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。江

府
町
で
は
、
家
の
中
で
で
き
る

体
操
教
室
を
下
記
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
み
を
さ
ん
誘
い
合
っ
て
参

加
し
て
下
さ
い
。

1
月
加
日
か
ら

新
事
務
所
で

帽
根
雨
営
業
所
移
転

・
日
時
　
2
月
2
2
日
㈱

9
時
2
0
分
～
1
0
時
3
0
分

・
場
所
　
土
井
之
内
会
館

・
内
容体

操
指
導

西
部
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

山
形
体
育
指
導
員

㊧

お
話

肥
満
と
食
事
に
つ
い
て

根
雨
保
健
所

干
場
栄
養
士

■
そ
の
他

体
操
で
き
る
服
装
で

中
国
電
力
根
雨
営
業
所
は
、
一
月

二
十
六
日
か
ら
移
転
先
の
新
営
業
所

で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
営
業
所
の
位
置
は
日
野
町

野
田
で
す
。
を
お
、
電
話
番
号
は
、

今
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

電
話
番
号
（
○
釜
九
七
－
ニ
ー
0
0
吾
）

⑳
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I江　　府

除雪作業に協力を

本格的を冬。冬は雪とのたたかいです。

むかしとくらべれば道路除雪も内容も進

歩しました。

しかし、これらも町民みなさんの協力

があってのことです。今後ともご協力を

お願いします。

路上駐車は………＝…・道路上に車がおいてあると、

除雪作業の大きな障害になりま

す。と同時に取り残された雪が

交通の流れを悪くします。

駐車禁止区間はもちろん、と

にかく路上駐車は絶対にしをい

ようにお互いに注意しあいまし

ょう。

せめて出入口は………　除雪機械は、一軒一軒の出入

口を除雪しながら町内を走りま

わることは不可能です。とにか

くきまった機械ときまった時間

で町内のできるだけ多くの雪路

が使えるようにしかすればなり

ません。各家の出人口は、自分

で手直しをするようにしましょ

う。

路上に物を置く………　道路に無神経に物を置いてお

く人がいます。これも通行の妨

害になり事故の原因になります。

そして除雪作業もスムーズにい

きません。

みんをのための道路を守る心

がけをもちましょう。

消火栓や側溝が………　消火栓や側溝が雪でわからを

く在ってしまうことがあります。

除雪するときは、消火栓とか側

溝の位置がはっきりわかるよう

に注意しあいましょう。

お問いあわせは……　　問いあわせは、次のところへ

どうぞ

町役場建設課　℡5－2211

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
を
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
二
十
歳
か
ら
五
十
九

歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る
年
金
が
国

民
年
金
で
す
。

こ
の
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

を
目
的
と
し
た
老
齢
年
金
だ
け
で
な

く
、
人
生
の
中
途
に
お
い
て
思
い
が

け
な
い
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
も
障

害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金
な
ど
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

年
金
加
入
は
2
0
歳
か
ら

老
後
の
生
活
設
計
や
不
慮
の
事
故

に
対
す
る
備
え
は
、
若
い
う
ち
か
ら

準
備
し
て
お
か
を
け
れ
ば
を
り
ま
せ

ん
。二

十
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
五

八
三
〇
円
で
す
。
ま
た
保
険
料
を
納

め
た
く
て
も
経
済
的
を
理
由
で
納
め

ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険
料
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
を
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

町
役
場
国
民
年
金
係
、
米
子
社
会
保

険
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

十
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
赤
い

羽
根
共
同
募
金
と
十
二
月
か
ら
は
じ

ま
っ
た
歳
末
た
す
け
合
い
募
金
に
は
、

共同募金

ご協力ありがとう

ございました

町
民
の
み
を
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
総
額

一
五
四
万
四
、
七
一
二
円
の
お
金
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
町
内
の
該
当
世
帯
と
本

町
出
身
で
福
祉
施
設
入
所
の
方
々
を

ど
に
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
厚
く
お

札
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

・
赤
い
羽
根
募
金

九
三
万
九
、
八
二
七
円

（
目
標
額
に
対
し
て
四
二
・
四
紹
増
）

・
歳
末
た
す
け
合
い
募
金

六
〇
万
四
、
八
八
五
円
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昭和59年1月31日発行－は）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

報丁田府江

十
二
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

佐
　
川
　
松
波
弘
人
殿

（
母
と
み
様
ご
逝
去
）

池
ノ
内
　
藤
原
嘉
久
殿

（
父
義
三
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
末
次
健
三
殿

（
母
糸
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

吉
　
原
　
砂
口
千
万
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
森
本
　
操
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
神
庭
静
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
加
持
谷
冨
美
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
川
上
　
客
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
建
井
君
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
一
亮
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
角
田
　
章
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
原
田
篤
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
藤
堂
昌
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
宇
田
川
博
敬
殿

（
次
男
卓
様
退
院
）

杉
　
谷
　
河
上
孝
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

明
徳
学
国
書
道
部
代
表
小
峰
　
繁
殿

（
明
徳
学
国
書
道
部
町
文
化
祭
協
力
展

に
於
け
る
西
駕
先
生
色
紙
売
却
代
金
の

の
一
部
）

武
　
庫
　
梅
林
治
夫
殿

（
ボ
ー
ナ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

…
…
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
＝
＝

…
1
、
十
一
月
末
累
計
額

二
百
三
十
一
万
四
千
九
百
七
十
六
円

…
2
、
十
二
月
中
寄
付
額
二
十
二
万
六
千
円

内

　

　

訳

W
香
典
返
し
六
万
円

‥
快
気
枕
　
　
十
四
万
円

…
そ
の
他
　
二
万
六
千
円

両
　
3
、
十
二
月
禾
累
計
額

二
百
五
十
四
万
九
百
七
十
六
円

⑳

命
令
命
令
帝

人
の
動
き命

令
命
令
㊨

（
十
二
月
届
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

本
　
五
　
澤
田
彰
太

貝
　
田
　
藤
原
隆
志

深
山
口
　
下
原
佑
太

大
蔵
　
二
男

和
彦
　
長
男

繁
美
　
長
男

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

貝
　
田
　
末
次
　
糸
　
8
1
歳
健
三
宅

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

山
本
　
寿
春

清
水
　
寿
子

吉
野
　
　
徹

福
田
　
裕
子

箱
崎
　
建
士

上
前
　
睦
美

八
横
一
之

梅
林
　
則
子

佐
藤
　
　
淳

末
次
由
紀
美

梅
田
　
和
英

出
石
　
栄
子

休
石
　
英
樹

門
脇
　
千
衣

藤
田
　
敏
夫

圃
貞
　
律
子

森
　
　
裕
司

谷
口
　
千
春

坪
倉
　
嘉
文

河
上
　
春
美

））））））））））

溝
口
町

佐
川
か
ら

西
伯
郡
名
和
町

江
尾
か
ら

広
島
県
高
田
郡

助
澤
か
ら

江
尾
か
ら

武
庫

貝
田
か
ら

美
用

佐
川

米
子
市
か
ら

広
島
県
双
三
郡

江
尾
か
ら

江
尾

広
島
市
西
区
か
ら

宮
市

日
野
町
か
ら

日
南
町
か
ら

杉
谷

［竺竺彗

カゼはひき始めに安静を

カ
ゼ
（
普
通
感
冒
）

冬
は
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
い
季

節
で
す
。
町
内
の
お
医
者
さ
ん

が
診
察
す
る
患
者
の
五
割
か
ら

七
割
は
カ
ゼ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。私

た
ち
は
、
軽
い
カ
ゼ
の
場

合
、
市
販
の
感
胃
薬
を
ど
を
の

ん
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら

ず
に
済
ま
し
て
し
ま
う
こ
と
も

多
い
も
の
で
す
が
、
な
か
に
は

カ
ゼ
薬
を
過
信
し
た
り
、
不
摂

生
を
し
て
カ
ゼ
を
こ
じ
ら
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
か

が
カ
ゼ
ぐ
ら
い
と
考
え
ず
に
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ゼ
に
特
効
薬
は
な
い

カ
ゼ
の
原
因
の
大
部
分
は
、

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
こ
の
カ
ゼ
ウ
イ
ル
ス

に
効
果
の
あ
る
薬
は
現
在
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
す
の
は
、
自
分
自
身
の

体
力
（
か
ら
だ
の
抵
抗
力
）
で

あ
り
、
薬
は
あ
く
ま
で
も
補
助

的
な
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ゼ
を
ひ
い
た
ら

カ
ゼ
の
治
療
の
三
原
則
は
、

安
静
、
保
温
、
栄
養
で
す
。
カ

ゼ
は
ひ
き
は
じ
め
が
肝
心
で
す

か
ら
暖
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り
休

み
、
消
化
の
よ
い
栄
養
物
を
と

り
ま
す
。

ま
た
二
週
間
以
上
に
も
を
る

の
に
、
カ
ゼ
症
状
が
よ
く
な
ら

な
い
と
き
は
、
ほ
か
の
病
気
も

考
え
て
、
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
カ
ゼ
の
症
状
で
発

病
し
て
く
る
カ
ゼ
以
外
の
病
気

は
意
外
に
多
い
の
で
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

カ
ゼ
の
予
防
は

こ
れ
な
ら
絶
対
と
い
う
予
防

法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん

か
ら
体
調
を
整
え
、
カ
ゼ
ウ
イ

ル
ス
が
侵
入
し
て
も
、
そ
の
括

動
を
お
さ
え
る
か
ら
だ
の
抵
抗

力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
常
生
活

の
う
え
で
、

①
過
労
、
睡
眠
不
足
を
避
け
、

休
養
十
分
に

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で

栄
養
も
十
分

③
規
則
正
し
い
生
活
を
守
る
、

こ
と
な
ど
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形


